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（２）連結財政状態 
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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

26年３月期第２四半期  45,128  △0.5  400  12.8  821  9.9  347  －

25年３月期第２四半期  45,374  △2.6  354  △44.7  747  △30.6  △51  －

（注）包括利益 26年３月期第２四半期 1,085百万円（ ％） －   25年３月期第２四半期 △64百万円 （ ％） －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

26年３月期第２四半期  3.96  －

25年３月期第２四半期  △0.57  －

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

26年３月期第２四半期  94,737  50,577  53.4

25年３月期  96,738  49,840  51.5

（参考）自己資本 26年３月期第２四半期 50,575百万円   25年３月期 49,840百万円 

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

25年３月期  － 4.00 － 4.00  8.00

26年３月期  － 4.00     

26年３月期（予想）     － 4.00  8.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

３．平成26年３月期の連結業績予想（平成25年４月１日～平成26年３月31日）

  （％表示は、対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期  96,000  1.9  2,000  10.3  2,600  6.4  1,400  △2.6  15.95

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無



※  注記事項 

新規   社  （社名） 、除外   社  （社名）  

  

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  

  

  

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無

－ － － －

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有

 （注）詳細は、添付資料３ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）四半期連結財務諸表の

作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無

③  会計上の見積りの変更                        ： 無

④  修正再表示                                  ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年３月期２Ｑ 90,200,000株 25年３月期 90,200,000株

②  期末自己株式数 26年３月期２Ｑ 2,409,692株 25年３月期 2,408,352株

③  期中平均株式数（四半期累計） 26年３月期２Ｑ 87,790,964株 25年３月期２Ｑ 90,094,098株

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づくレビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点に

おいて、四半期連結財務諸表に対するレビュー手続が実施中です。

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての

注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予

測情報に関する説明」をご覧ください。
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（１）経営成績に関する説明    

  当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策により緩やかに回復しつつありますが、一方

で、円安による物価上昇やアジア諸国における景気の下振れなどが懸念材料となり、先行きの不透明な状況が続い

ております。 

 印刷業界におきましては、電子メディアの拡大による需要低迷と、それに伴う受注価格下落の影響などにより、

経営環境は引き続き厳しいものとなりました。 

 このような状況の中、共同印刷グループは中期経営方針 「強みを活かし事業領域を拡大して利益を創出する」に

基づき、市場の拡大が続くＢＰＯ等の業務支援サービスと、独自技術を生かした高機能製品の拡販に努め、事業領

域の拡大を推進しました。 

 その結果、当第２四半期連結累計期間における業績は、売上高は451億２千８百万円（前年同期比0.5％減）とな

りましたが、営業利益は４億円（前年同期比12.8％増）、経常利益は８億２千１百万円（前年同期比9.9％増）、四

半期純利益は３億４千７百万円（前年同期は四半期純損失５千１百万円）となりました。 

  

 セグメント別の概況は、次のとおりであります。 

  

出版商印部門 

 出版印刷では、市場が縮小する中、付録や形態加工への企画提案を行い付加価値の向上に努めたほか、マンガを

はじめとするコンテンツのデジタル化対応業務に取り組みました。その結果、定期刊行物やコミックスが増加しま

したが、単行本や絵本などの書籍が減少したため、売上高は前年同期を下回りました。 

 一般商業印刷では、ＩＴを活用したサービスメニューの充実に努め、得意先の販促支援や業務支援につながる提

案を積極的に進めました。カタログや販促ＤＭなどは増加しましたが、情報誌やパンフレット類が減少したため、

売上高は前年同期を下回りました。 

 以上の結果、部門全体での売上高は212億９千８百万円（前年同期比3.1％減）、営業利益は１億６千６百万円

（前年同期は営業損失１億８千８百万円）となりました。 

  

ビジネスメディア部門 

 ビジネスメディア部門では、データプリントの受注拡大を目指してカラープリンタを活用した提案を行うととも

に、官公庁や金融機関を中心にＢＰＯの提案活動を推進し受注拡大に努めました。 

 その結果、データプリントやＢＰＯを含むビジネスフォームが増加し、抽選券などの証券類やＩＣカードも増加

したため、部門全体での売上高は135億４千２百万円（前年同期比2.0％増）、営業利益は２億５千４百万円（前年

同期比21.1％減）となりました。 

  

生活・産業資材部門 

 生活・産業資材部門では、医薬分野や電子部品分野において「モイストキャッチ」をはじめとする高機能製品類

を提案するとともに、国内外の展示会等を通じて新規顧客の開拓に取り組みました。また、ラミネートチューブの

新形態であるオーバルラミネートチューブなどの当社開発製品の拡販に努めました。 

 その結果、軟包装や建材製品が減少しましたが、高機能製品を中心に産業資材が増加し、チューブや紙器も増加

したため、部門全体での売上高は95億６千２百万円（前年同期比1.6％増）、営業利益は１億２百万円（前年同期比

73.3％減）となりました。 

  

その他 

 物流業務の増加により、売上高は７億２千６百万円（前年同期比4.4％増）、営業利益は９千１百万円（前年同期

比31.9％減）となりました。 

   

   

１．当四半期決算に関する定性的情報



（２）財政状態に関する説明   

 当第２四半期連結会計期間末の資産、負債及び純資産は、前連結会計年度末との比較において以下のとおりにな

りました。  

 総資産は、947億３千７百万円（前連結会計年度末967億３千８百万円）となり、20億１百万円減少しました。こ

れは,投資その他の資産の投資有価証券が11億７千１百万円増加した一方、流動資産の受取手形及び売掛金が30億４

千７百万円減少したこと等によるものです。負債は、441億５千９百万円（前連結会計年度末468億９千８百万円）

となり、27億３千８百万円減少しました。これは、流動負債の１年内返済予定の長期借入金が３億１千１百万円、

固定負債の長期借入金が12億４千５百万円減少したこと等によるものです。純資産は、505億７千７百万円（前連結

会計年度末498億４千万円）となり、７億３千７百万円増加しました。これは、その他有価証券評価差額金が７億２

千９百万円増加したこと等によるものです。 

  

（キャッシュ・フローの状況） 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ１億１百万円減少し、129億７千６百万円となりました。 

  

「営業活動によるキャッシュ・フロー」 

 当第２四半期連結累計期間において営業活動により得られた資金は、44億７千万円となりました。これは、税金

等調整前四半期純利益７億３千４百万円、減価償却費21億３千７百万円の計上及び売上債権の減少31億５百万円が

あった一方、たな卸資産の増加８億５千４百万円があったこと等によるものです。 

  

「投資活動によるキャッシュ・フロー」 

 当第２四半期連結累計期間において投資活動により使用した資金は、25億４百万円となりました。これは、固定

資産の取得による支出24億７千１百万円があったこと等によるものです。 

  

「財務活動によるキャッシュ・フロー」 

 当第２四半期連結累計期間において財務活動により使用した資金は、20億７千４百万円となりました。これは、

長期借入金の返済による支出16億６百万円及び配当金の支払額３億５千１百万円があったこと等によるものです。 

   

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 連結業績予想につきましては、平成25年５月10日公表の連結業績予想から変更ありません。 

   

  

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の計算) 

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計 

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  該当事項はありません。 

   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 13,403 13,330

受取手形及び売掛金 27,437 24,390

商品及び製品 2,234 2,416

仕掛品 2,182 2,785

原材料及び貯蔵品 697 764

繰延税金資産 1,198 1,223

その他 395 476

貸倒引当金 △65 △65

流動資産合計 47,482 45,322

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 12,767 12,299

機械装置及び運搬具（純額） 8,550 8,038

工具、器具及び備品（純額） 497 491

土地 15,476 15,476

リース資産（純額） 709 745

建設仮勘定 139 239

有形固定資産合計 38,141 37,291

無形固定資産   

ソフトウエア 866 975

その他 114 114

無形固定資産合計 980 1,090

投資その他の資産   

投資有価証券 8,889 10,061

長期貸付金 14 9

繰延税金資産 484 140

その他 859 994

貸倒引当金 △114 △172

投資その他の資産合計 10,133 11,032

固定資産合計 49,256 49,414

資産合計 96,738 94,737



（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 18,460 18,371

1年内償還予定の社債 － 2,000

1年内返済予定の長期借入金 3,179 2,868

リース債務 221 238

未払法人税等 353 377

賞与引当金 1,065 1,032

役員賞与引当金 40 27

その他 5,184 3,874

流動負債合計 28,504 28,789

固定負債   

社債 7,000 5,000

長期借入金 5,160 3,914

リース債務 534 556

繰延税金負債 174 254

退職給付引当金 5,264 5,419

環境対策引当金 70 68

資産除去債務 43 43

その他 145 111

固定負債合計 18,394 15,369

負債合計 46,898 44,159

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,510 4,510

資本剰余金 1,742 1,742

利益剰余金 42,188 42,184

自己株式 △545 △545

株主資本合計 47,896 47,892

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,942 2,672

為替換算調整勘定 2 11

その他の包括利益累計額合計 1,944 2,683

少数株主持分 － 2

純資産合計 49,840 50,577

負債純資産合計 96,738 94,737



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

売上高 45,374 45,128

売上原価 38,495 38,077

売上総利益 6,879 7,050

販売費及び一般管理費 6,524 6,650

営業利益 354 400

営業外収益   

受取利息 2 2

受取配当金 118 118

物品売却益 157 154

設備賃貸料 63 63

保険配当金 115 129

その他 113 83

営業外収益合計 571 551

営業外費用   

支払利息 123 113

手形売却損 1 －

設備賃貸費用 6 6

持分法による投資損失 6 17

貸倒引当金繰入額 － △22

その他 40 15

営業外費用合計 178 129

経常利益 747 821

特別利益   

固定資産売却益 1 13

投資有価証券売却益 － 7

会員権貸倒引当金戻入額 0 －

その他 － 0

特別利益合計 2 20

特別損失   

固定資産処分損 57 85

投資有価証券評価損 466 19

為替換算調整勘定取崩損 121 －

その他 0 2

特別損失合計 645 107

税金等調整前四半期純利益 104 734

法人税等 155 387

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△51 346

少数株主損失（△） － △0

四半期純利益又は四半期純損失（△） △51 347



（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△51 346

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △147 729

為替換算調整勘定 134 9

持分法適用会社に対する持分相当額 0 0

その他の包括利益合計 △12 738

四半期包括利益 △64 1,085

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △64 1,085

少数株主に係る四半期包括利益 － △0



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 104 734

減価償却費 2,055 2,137

退職給付引当金の増減額（△は減少） 211 155

貸倒引当金の増減額（△は減少） △109 57

賞与引当金の増減額（△は減少） △37 △33

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △10 △13

受取利息及び受取配当金 △120 △121

支払利息 123 113

持分法による投資損益（△は益） 6 17

投資有価証券評価損益（△は益） 466 19

投資有価証券売却損益（△は益） － △7

有形固定資産除売却損益（△は益） 55 72

売上債権の増減額（△は増加） 2,504 3,105

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,148 △854

仕入債務の増減額（△は減少） △236 △90

未払消費税等の増減額（△は減少） △188 11

破産更生債権等の増減額（△は増加） △31 △169

未払費用の増減額（△は減少） △121 △185

その他 451 △108

小計 3,976 4,842

利息及び配当金の受取額 122 121

利息の支払額 △102 △113

法人税等の支払額 △274 △379

法人税等の還付額 52 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,774 4,470

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形及び無形固定資産の取得による支出 △1,070 △2,471

有形及び無形固定資産の売却による収入 19 23

投資有価証券の取得による支出 △9 △85

投資有価証券の売却による収入 － 17

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
収入

－ 56

貸付けによる支出 △1 △0

貸付金の回収による収入 6 6

その他 △37 △50

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,091 △2,504

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △62 －

長期借入金の返済による支出 △1,289 △1,606

配当金の支払額 △360 △351

その他 △99 △116

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,811 △2,074

現金及び現金同等物に係る換算差額 13 7

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 884 △101

現金及び現金同等物の期首残高 11,851 13,077

現金及び現金同等物の四半期末残高 12,735 12,976



 該当事項はありません。  

   

 該当事項はありません。 

   

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日）  

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物流事業、保険取扱事業及び

不動産管理事業等であります。 

（注）２．セグメント利益又は損失の調整額は全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び

研究開発費であります。 

（注）３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

  

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物流事業、保険取扱事業及び

不動産管理事業等であります。 

（注）２．セグメント利益の調整額は全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発

費であります。 

（注）３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。    

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

  （単位：百万円）

  

報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）３

 出版商印 
 部門 

ビジネスメ

ディア部門 
 生活・産業

  資材部門 
計

 売上高     

  外部顧客への売上高  21,984  13,281  9,412  44,678  695  45,374  －  45,374

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高 

 424  301  163  889  3,709  4,599  △4,599  －

計  22,409  13,583  9,576  45,568  4,405  49,974  △4,599  45,374

 セグメント利益又は 
 損失（△）  

 △188  322  384  518  134  652  △297  354

  （単位：百万円）

  

報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）３

 出版商印 
 部門 

ビジネスメ

ディア部門 
 生活・産業

  資材部門 
計

 売上高     

  外部顧客への売上高  21,298  13,542  9,562  44,402  726  45,128  －  45,128

  セグメント間の内部 
 売上高又は振替高  

 822  482  166  1,471  3,811  5,283  △5,283  －

計  22,120  14,024  9,728  45,873  4,537  50,411  △5,283  45,128

 セグメント利益  166  254  102  523  91  614  △214  400
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